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とう やま 

やま 

35

日
本
三
大
雪
渓
の
一
つ
針
ノ
木
大
雪
渓

貸
付
地
の
適
切
な
使
用
を
要
請
し
ま
し
た
。
一

方
、
山
小
屋
関
係
者
か
ら
は
、
貸
付
地
及
び
周

辺
に
至
る
安
全
確
保
に
関
し
て
の
質
問
が
あ

り
、
通
達
改
正
の
要
旨
を
説
明
。
参
加
者
か
ら

は
損
害
賠
償
請
求
に
対
す
る
備
え
方
で
今
後
も

指
導
を
お
願
い
し
た
い
と
い
っ
た
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
の
総
会
は
、
北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
友

好
会
が
担
当
し
、
松
本
方
面
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
鹿
島
森
林
事
務
所
部
内
の
籠
川
谷

国
有
林
内
に
あ
る
針
ノ
木
大
雪
渓
は
、
後
立
山

連
峰
の
ひ
と
つ
針
ノ
木
岳
と
蓮
華
岳
の
間
に
位

置
す
る
篭
川
の
源
流
部
、
針
ノ
木
峠
の
長
野
県

側
に
あ
り
、「
針
ノ
木
岳
・
爺
ヶ
岳
特
定
地
理

等
保
護
林
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
馬
大
雪
渓
、
剱
沢
大
雪
渓
と
並
ん
で
日
本

三
大
雪
渓
の
一
つ
と
称
さ
れ
、
春
は
多
く
の
残

雪
に
囲
ま
れ
、
夏
は
さ
わ
や
か
な
風
に
包
ま

れ
、
秋
は
荘
厳
な
紅
葉
に
癒
や
さ
れ
、
自
然
を

満
喫
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

こ
の
雪
渓
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四

年
）
十
一
月
下
旬
、
越
中
の
国
主
佐
々
成
政
が

豊
臣
秀
吉
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
浜
松
の
徳
川

家
康
へ
「
織
田
家
再
興
」
の
進
言
に
向
か
う
決

心
を
し
て
、
厳
寒
の
立
山
連
峰
越
え
を
し
た
と

さ
れ
る
「
さ
ら
さ
ら
越
え
」
の
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
と
伝
承
伝
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
初
期
に
は
、
こ
の
雪
渓
を
ル
ー

ト
の
一
部
と
し
た
、
両
県
間
を
結
ぶ
荷
牛
の
通

行
が
可
能
な
（
全
長
約
九
十
㌔
㍍
、
幅
員
三

㍍
）
物
資
交
流
の
た
め
の
山
岳
有
料
道
路
「
越

信
新
道
」
が
造
ら
れ
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
道
は
完
成
後
数
年
間
で
自
然
の
猛
威

と
資
金
不
足
を
原
因
に
、
廃
道
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
雪
渓
周
辺
の
山
岳
文
化
史
を
語
る
上

で
、
百
瀬
慎
太
郎
（
明
治
二
五
年
︱
昭
和

二
四
年
）
は
は
ず
せ
ま
せ
ん
。

　

慎
太
郎
は
、
登
山
文
化
の
黎
明
期
、
大
町
市

で
当
時
の
北
ア
ル
プ
ス
登
山
の
重
要
な
拠
点
と

さ
れ
て
い
た
「
對た
い
ざ
ん
か
ん

山
館
」
と
い
う
旅
館
を
経
営

し
て
お
り
、
ま
た
、
大
正
六
年
に
日
本
全
国
に

先
駆
け
「
大
町
山
案
内
人
組
合
」
と
い
う
山
岳

ガ
イ
ド
の
組
織
を
創
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
針
ノ
木
大
雪
渓
の
上
下
に
「
大
沢

小
屋
」、「
針
ノ
木
小
屋
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
二
軒
の
小
屋
は
、
現
在
で
も
こ
の
山
域
登

山
の
重
要
な
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慎
太
郎
は
文
学
に
も
造
詣
が
あ
り
、

文
末
の
名
句
に
代
表
さ
れ
る
数
々
の
歌
を
残
し

「
山
の
歌
人
」
と
の
愛
称
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

慎
太
郎
の
功
績
を
称
え
、
こ
の
山
域
の
開
山

祭
は
「
慎
太
郎
祭
」
と
い
う
名
称
で
、
毎
年
六

月
の
第
一
日
曜
日
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
意

外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
期
の
雪

渓
登
山
は
、
起
伏
が
少
な
い
の
で
極
め
て
楽
に

針
ノ
木
峠
ま
で
登
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
大
町

山
案
内
人
組
合
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
快
適
な

登
山
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

一
歩
そ
の
山
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
多

く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
扇
沢
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
駅

で
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
に
感
じ
る
ほ
ど
の
静
寂

な
山
岳
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　

壮
大
な
自
然
が
生
み
出
し
た
大
雪
渓
と
い
う

白
い
渓
谷
美
の
堪
能
に
、
来
た
る
登
山
シ
ー
ズ

ン
は
針
ノ
木
大
雪
渓
に
お
越
し
下
さ
い
。

山
を
想
へ
ば
人
恋
し

　
　
　

人
を
想
へ
ば
山
恋
し　

百
瀬
慎
太
郎

◆
ア
ク
セ
ス

　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
「
信
濃
大
町
駅
」
か
ら
バ
ス
に冷気にかすむ雪渓

慎太郎祭記念登山の風景 夏の針ノ木雪渓

て
「
扇
沢
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
駅
」
へ
約
四
十
分
、

雪
渓
尻
ま
で
徒
歩
に
て
、
春
先
は
約
一
時
間

夏
か
ら
秋
は
約
二
時
間
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